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講演会「原発事故と健康被害を考える」を開催
北海道がんセンター西尾正道院長が講演

講演会「原発事故と健康被害を考える」が７月３０日に札幌テレビ塔ホールで開かれ、福島からの

避難者も含めて、２００人の市民が参加しました。

講演に立った北海道がんセンターの西尾正道院長は、医療九条の会・北海道の当初からの会員であ

り 「３１１」以降、子どもたちの健康を守るために積極的に発言され、全国に先駆けてホールボデ、

イカウンターによる検査の受け入れを行っています。

西尾院長は、講演を通じて、情報が的確・迅速に公表されず、内部被爆による危険が過小評価（無

視）されている事態に、注意を喚起しました 「福島原発事故によって大気中・海洋に放たれた膨大。



な量の放射性物質が空気や魚の食物連鎖を通じて人間の体内に入ってきており、福島県民に限らず、

日本人は今後、内部被爆線量が増えていくことを覚悟する必要がある」と強調しました。

さらに、コントロール不可能な原発は縮小しなければならないが、中国・インドをはじめとしてア

ジア各国での大規模な原発建設は避けられず 「人類は放射性物質とのたたかいの時代に入る。放射、

線による人体への影響を医学的に明らかにし、健康被害をくい止めるための研究を原爆被害も原発事

故も経験した日本が先頭に立ってすすめていかなければならない」と講演を結びました。

講演のあとで、福島から札幌へ避難

している方の発言がありました。須賀

川市から東区へ避難している小河原律

香さんは、３歳のお子さんの手を引き

ながら「５月にこの子が突然鼻血を出

し、いてもたってもいられずに避難し

てきました。福島にいても正確な情報

が伝わらず、不安は募るばかり。健康

で心豊かにくらしていけるように、原

発をなくしてほしい」と訴えました。

思いを語る、小河原律香さんと娘さん
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講演会「放射線被曝の危険性～子どもと労働者の被ばく」に

協賛しました

福島から親子のサマーキャンプを受け入れた 「福島の子どもたちを守る会・北海道」が主催した、

講演会（８月１３日 講師は、大阪阪南中央病院副院長の村田三郎医師）に協賛しました。

翌８月１４日付けの北海道新聞に報道されました。




